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一
般
会
議

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
請
願

陳
情
に
係
る
特
別
委
員
会

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

追
悼 

新
國
秀
一
議
員

2

３
月
会
議

役場暫定移転先候補の旧只見中学校

■
国
庫
支
出
金
は
、
土
木

費
の
国
庫
補
助
金
の
増
額

を
見
込
み
、
県
支
出
金
に

つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
の

終
息
で
減
額
と
な
っ
て
い

る
。

■
役
場
庁
舎
建
設
は
、
危

険
回
避
・
安
全
確
保
の
た

め
の
暫
定
移
転
を
進
め
て

い
く
。

■
住
民
主
役
の
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
従
来
の

地
域
づ
く
り
交
付
金
制
度

を
見
直
し
、
集
落
支
援
や

団
体
支
援
を
継
続
し
て
い

く
。

■
子
育
て
・
少
子
化
対
策

の
新
事
業
と
し
て
、
年
長

児
童
の
保
育
料
の
無
料
化

を
実
施
し
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
図
る
。

■
観
光
振
興
策
と
し
て
、

田
子
倉
ダ
ム
を
中
心
と
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
拠
点
整
備

計
画
策
定
、
宿
泊
飲
食
事

業
持
続
化
創
業
の
支
援
を

継
続
し
、
教
育
旅
行
の
誘

客
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

里
越
」
は
三
条
市
、
町
議

会
と
強
力
な
働
き
か
け
を

継
続
す
る
。
開
通
後
の
地

域
振
興
を
検
討
す
る
「
連

携
戦
略
会
議
」
の
創
設
に

向
け
た
協
議
を
進
め
る
。

第
７
次
振
興
計
画
を
具

体
化
す
る
た
め
、
財
政
の

健
全
化
に
配
慮
し
た
事
業

配
分
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

■
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
、
地
域

住
民
の
熱
意
に
よ
り
一
定

の
方
向
が
示
さ
れ
、
只
見

線
を
核
と
し
た
観
光
誘
客

対
策
に
努
め
る
。

■
国
道
２
８
９
号
「
八
十

税
収
入
は
前
年
よ
り
約
７

７
０
０
万
円
増
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

■
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

前
年
度
比
８
億
１
８
０
０

万
円
、
率
に
し
て
13
・
７

％
の
減
額
予
算
編
成
と
な

っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
只

見
振
興
セ
ン
タ
ー
新
築
工

事
、
奥
会
津
学
習
セ
ン
タ

ー
増
築
工
事
な
ど
が
終
わ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。

■
町
税
収
入
は
、
前
年
度

比
５
１
０
万
円
の
減
額
見

込
み
。
一
方
、
地
方
交
付

３
月
会
議
が
３
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
、
各
常
任
委
員
会
の
所
管
事

務
調
査
報
告
、
町
長
の
施
政
方
針
、
教
育
長
の
教
育
行

政
方
針
な
ど
が
行
わ
れ
、
２
日
目
か
ら
一
般
質
問
を
行

い
７
議
員
が
観
光
行
政
な
ど
を
取
り
上
げ
、
町
政
を
質

し
ま
し
た
。
４
日
目
以
降
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。
最

終
日
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
予
算
案
す
べ
て
を
原
案

通
り
可
決
。
追
加
提
案
さ
れ
た
副
町
長
の
人
事
案
件
が

承
認
さ
れ
、
散
会
し
ま
し
た
。

予
算
の
特
徴

主
要
な
取
り
組
み

あらまし子
育
て
を
支
援

年
長
児
童
の
保
育
料
を
無
料
化

3月
会議
3月
会議財政運営慎重な29年度予算

51億4200万円



一
般
会
議

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
請
願

陳
情
に
係
る
特
別
委
員
会

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

追
悼 

新
國
秀
一
議
員

3

３
月
会
議

把
握
し
住
民
自
治
の
本
質

が
具
現
化
さ
れ
る
よ
う
、

成
熟
し
た
制
度
設
計
を
構

築
し
予
算
執
行
に
当
た
る

こ
と
。

2
．
各
振
興
セ
ン
タ
ー
の

事
務
に
つ
い
て

本
町
の
出
先
機
関
の
事

務
も
あ
る
が
、
各
セ
ン
タ

ー
は
住
民
自
治
の
事
務
局

と
し
て
も
っ
ぱ
ら
機
能
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

来
の
業
務
を
理
解
し
、
そ

の
業
務
が
よ
り
成
熟
す
る

よ
う
、
職
員
の
配
置
と
資

質
向
上
に
万
全
を
期
し
予

算
執
行
す
る
こ
と
。

3
．
観
光
商
工
施
策
に
つ

い
て

町
の
観
光
政
策
の
方
向

性
と
第
三
セ
ク
タ
ー
の
在

り
方
が
不
明
で
あ
る
。
集

客
施
設
と
収
益
施
設
を
区

別
し
、
当
町
が
持
つ
観
光

資
源
が
総
合
・
横
断
的
に

活
か
さ
れ
る
よ
う
腐
心
し

て
予
算
執
行
に
当
た
る
こ

と
。

の
中
で
思
い
切
っ
た
観
光

振
興
対
策
予
算
や
、
税
収

減
の
中
で
今
後
の
町
の
活

性
化
策
な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
相
次
い
だ
。

議
会
で
は
、
予
算
特
別

委
員
会
で
町
執
行
部
の
詳

細
な
説
明
を
受
け
慎
重
に

議
論
を
重
ね
た
。
議
会
か

ら
は
、
低
迷
す
る
町
経
済

1
．
地
域
づ
く
り
交
付
金

に
つ
い
て

地
域
の
実
情
を
十
分
に

平成29年度各会計予算額と議決状況

会　計　名 予 算 額 議決内容

賛　　否
酒

井

大

塚

藤

田

中

野

佐

藤

鈴
木（
好
）

目
黒（
道
）

鈴
木（
征
）

目
黒（
仁
）

山

岸

一般会計 51億4200万円 意見を付して
原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

国民健康保険事業特別会計 5億8500万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
国民健康保険施設特別会計 4億6200万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×
後期高齢者医療特別会計 1億3500万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
介護保険事業特別会計 7億2000万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
介護老人保健施設特別会計 2億6200万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域包括支援センター特別会計 1020万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
簡易水道特別会計 2億2200万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
観光施設事業特別会計 4400万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
交流施設特別会計 6300万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
集落排水事業特別会計 3億400万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
朝日財産区特別会計 1440万円 原案通り可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合　計　額 79億6360万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

思
い
切
っ
た
振
興
予
算
を

新
年
度
予
算
は
次
の
意
見
を
付
し
て
可
決
し
た

今年の只見中学校入学式

3月
会議
3月
会議財政運営慎重な29年度予算

51億4200万円



一
般
会
議

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
請
願

陳
情
に
係
る
特
別
委
員
会

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

追
悼 

新
國
秀
一
議
員

4

３
月
会
議予算

審議
予算
審議

スポーツパーク構想
基本計画を示したい

就
労
Ｂ
型
へ
の
移

行
を
検
討
し
た

か
？　

今
後
も
継
続
し
て

検
討
す
る
。

敬
老
会
の
食
事
の

改
善
を
！

事
前
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
改
善
を
図

る
。

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

測
量
設
計
委
託
料

の
内
容
は
？

今
後
、
基
本
構
想

を
も
と
に
基
本
計

画
を
策
定
し
た
い
。

新
地
域
づ
く
り
交

付
金
の
内
容
は
？

審
査
体
制
な
ど
の

意
見
を
踏
ま
え
、

今
後
要
綱
を
検
討
す
る
。

庁
舎
改
修
設
計
委

託
料
の
内
容
は
？

庁
内
事
務
改
善
委

員
会
で
も
検
討
し

て
お
り
、
ま
と
ま
り
次
第

お
示
し
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
会
社

設
立
支
援
業
務
委

託
の
内
容
は
？

町
民
の
理
解
を
よ

く
得
る
必
要
も
あ

る
の
で
慎
重
に
進
め
た
い
。

個
人
町
民
税
税
収

の
増
額
要
因
は
？

給
与
、
農
業
所
得

の
増
額
に
よ
る
。

予
算
特
別
委
員
会

質
疑
応
答

一
般
会
計 

歳
入

一
般
会
計 

歳
出

■問

■問

■問

■問■問

■問

■問

答

答

答

答答

答

答

個
人
町
民
税
、

税
収
増

４
０
８
万
６
千
円

庁
舎
改
修
設
計

委
託
料

９
０
０
万
円

障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
委
託

１
５
４
８
万
円

敬
老
会
委
託
料

２
５
４
万
円

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

１
０
６
３
万
８
千
円

新
地
域
づ
く
り

交
付
金

３
０
０
万
円

ま
ち
づ
く
り
会
社

設
立

５
４
０
万
円

只見地区で開かれた敬老会



一
般
会
議

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
請
願

陳
情
に
係
る
特
別
委
員
会

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

追
悼 

新
國
秀
一
議
員

5

３
月
会
議

町
民
の
診
療
所
離

れ
の
対
策
は
？

町
民
の
信
用
・
信

頼
を
得
る
職
員
の

意
識
改
革
、
接
遇
向
上
に

努
め
る
。28

年
度
事
業
と
29

年
度
見
通
し
は
？

国
か
ら
直
接
交
付

で
厳
し
い
条
件
と

な
っ
て
い
る
。
28
年
度
は

８
事
業
所
、
14
名
雇
用
。

看
護
士
の
正
規
募

集
で
定
員
を
確
保

せ
よ
！

患
者
数
や
現
場
の

要
望
を
踏
ま
え
、

条
例
改
正
も
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

基
金
を
活
用
し
、

国
保
税
の
軽
減
を

図
れ
！

将
来
に
向
け
て
財

源
を
確
保
し
て
お

く
べ
き
。湯

ら
里
の
宿
泊
客

室
数
の
増
設
で
交

流
拠
点
の
再
整
備
を
！

方
針
、
計
画
を
検

討
す
る
。

遊
休
農
地
再
生
整

備
工
事
の
内
容

は
？

荒
廃
農
地
を
再
生

す
る
モ
デ
ル
事
業

で
今
年
度
、
１
か
所
を
予

定
。

只
者
じ
ゃ
な
い
新

商
品
開
発
委
託
料
、

内
容
は
？現

在
９
商
品
、
30

商
品
の
商
品
化
を

目
標
。

「
森
林
の
分
校
ふ

ざ
わ
」
の
指
定
管

理
者
は
決
定
し
た
か
？

５
月
目
途
で
進
め

て
い
る
。

思
い
切
っ
た
放
流

事
業
を
！

現
在
調
査
中
。
28

年
度
の
報
告
書
を

見
て
検
討
す
る
。

思
い
切
っ
た
魚
放
流
を

調
査
結
果
を
見
て
検
討

■問

■問■問

■問 ■問

■問

■問

■問■問

答

答答

答 答

答

答

答答

緊
急
雇
用
対
策

３
６
６
７
万
６
千
円

分
校
の
指
定
管
理
者

１
０
８
万
4
千
円

水
産
業
費

６
３
万
９
千
円

「
只
者
じ
ゃ
な
い
」

商
品
開
発

１
９
４
万
７
千
円

遊
休
農
地

１
２
１
万
７
千
円

看
護
士
確
保

診
療
所
離
れ
？

国
保
税
軽
減
を

交
流
拠
点
の
再
整
備

「只者じゃない」に認定された商品



一
般
会
議

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
請
願

陳
情
に
係
る
特
別
委
員
会

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

追
悼 

新
國
秀
一
議
員

6

３
月
会
議

行
わ
れ
る
予
定
で
、
年
間

の
運
営
費
2
億
１
０
０
０

万
円
の
各
市
町
村
負
担
は

左
記
の
通
り
と
な
っ
て
い

る
。3

月
会
議
で
は
、
今
後

の
運
営
費
な
ど
に
充
て
る

「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
ゆ
め
基
金
」

条
例
案
が
可
決
さ
れ
た
。

平
成
23
年
７
月
の
新

潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に
よ

り
Ｊ
Ｒ
只
見
線
会
津
川

口
・
只
見
間
が
被
災
し
て

か
ら
５
年
以
上
が
経
過
し

た
が
、
こ
の
間
、
福
島
県
、

会
津
の
市
町
村
、
そ
し
て

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
全
線
復
旧
に
向
け
た
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
復
旧
と
今
後
の

運
営
に
向
け
た
一
定
の
方

向
性
が
示
さ
れ
、
会
津
全

市
町
村
が
連
携
・
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
検
討

会
で
確
認
さ
れ
た
。

復
旧
後
の
運
営
は
、
鉄

道
施
設
を
自
治
体
が
保

有
・
管
理
し
車
両
の
運
行

を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
行
う

「
上
下
分
離
方
式
」に
よ
り

県、市町村別運営費の負担割合

団　体　名 負担割合
（％）

参考（2009年度
の場合の試算額）

福 島 県 70.00 1億4700.0万円
県　計 1億4700.0万円

会津若松市 4.402 924.4万円
只 見 町 9.217 1935.5万円
会津坂下町 2.267 476.1万円
柳 津 町 2.175 456.8万円
三 島 町 2.026 425.4万円
金 山 町 6.206 1303.3万円
会津美里町 2.807 589.5万円

沿線市町村計 6111.0万円
喜多方市 0.425 89.3万円
下 郷 町 0.050 10.4万円
檜枝岐村 0.005 1.1万円
南会津町 0.140 29.3万円
北塩原村 0.024 5.1万円
西会津町 0.057 11.9万円
磐 梯 町 0.031 6.5万円
猪苗代町 0.130 27.2万円
湯 川 村 0.025 5.8万円
昭 和 村 0.011 2.4万円

非沿線市町村計 189.0万円
合　　計 2億1000.0万円

条例条例

繰越
明許
繰越
明許
一般
会議
一般
会議

只見線豪雨災害（金山町第５橋梁）

只
見
線
に
夢
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を

「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
ゆ
め
基
金
」条
例
可
決

―
只
見
線
へ
の
思
い
を
条
例
に
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３
月
会
議

表
紙
の
写
真

い
る
。
繰
越
明
許
費
と
は
、

理
由
に
よ
っ
て
そ
の
年
度

内
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
事

業
を
翌
年
度
に
財
源
を
繰

り
越
し
て
事
業
の
実
施
を

認
め
る
も
の
。

承
認
さ
れ
た

繰
越
事
業

３
月
会
議
に
お
い
て
、

昨
年
度
か
ら
新
年
度
へ
繰

り
越
し
さ
れ
た
事
業
は
次

の
と
お
り
。

よ
り
多
く
の
町
民
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
対

象
は
沖
下
住
宅
。

伝
統
の

小
林
早
乙
女
踊
り

小
林
の
早
乙
女
踊
り

は
、
２
０
０
年
の
歴
史
を

持
つ
田
植
え
踊
り
の
一
つ

で
す
。

か
つ
て
は
旧
正
月
14
日

の
晩
か
ら
翌
朝
ま
で
か
け

全
戸
に
舞
い
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
今
は
班
ご
と
に

宿
が
定
め
ら
れ
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
年
の
最
後
の
家
で

舞
う
こ
と
を「
ぶ
っ
と
め
」

と
言
う
そ
う
で
す
。
今
年

も
「
ぶ
っ
と
め
」
ま
で
、

精
一
杯
の
踊
り
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

集
落
を
あ
げ
て
、
若
者

を
中
心
に
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。

繰
越
明
許
と
は

本
来
、町
の
事
業
は
、そ

の
年
で
事
業
を
完
了
さ
せ

る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て

公
営
住
宅
法
の
規
定
に

よ
ら
な
い
住
宅
を
設
置
す

る
た
め
の
条
例
改
正
案
が

可
決
さ
れ
た
。

築
年
数
40
年
を
超
え
た

住
宅
が
公
営
住
宅
法
に
よ

る
規
制
対
象
外
と
な
る
た

め
、
町
条
例
に
よ
り
独
自

の
管
理
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
た
め
世
帯
収
入
な

ど
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
、

繰越明許事業と繰越金額

事業名 繰越金額

公共施設等案内看板改修事業 650.0万円

個人番号制度事業 36.3万円

障がい者グループホーム整備
事業

2730.1万円

介護保険事業計画及び高齢者
福祉計画策定事業

807.6万円

農業基盤整備促進事業 820.0万円

農地耕作条件改善事業 2700.0万円

道路新設改良事業 1607.5万円

林道過年災害復旧事業 1億5874.7万円

用件が緩和された住宅

住宅名 沖下住宅

位　置 只見字沖
1469番地

戸　数 ５戸連棟２棟
沖下町営住宅

条例条例

繰越
明許
繰越
明許
一般
会議
一般
会議

住宅条例を改正
町営住宅の入居要件が緩和されます
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長
に
意
見
す
べ
き
だ
っ
た
。

■
公
共
施
設
の
再
配
置
を

総
合
的
に
考
え
て
、
今
後

進
め
る
べ
き
だ
。
む
し
ろ
、

現
庁
舎
の
場
所
は
商
業
地

域
と
し
て
適
地
だ
。

■
以
前
、
分
散
移
転
の
話

を
聞
い
た
が
、
職
員
の
意

識
を
一
つ
に
す
る
意
味
で

も
一
括
移
転
を
行
う
こ
と

が
重
要
だ
。

に
取
り
組
む
の
が
今
の
優

先
課
題
だ
。

■
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
、

今
ま
で
住
民
と
し
て
無
関

心
だ
っ
た
反
省
が
あ
る
。

■
１
者
入
札
か
ら
こ
の
問

題
が
生
じ
た
。
職
員
も
町

■
今
ま
で
役
場
新
庁
舎
建

設
で
費
や
し
た
1
億
数
千

万
円
の
経
過
と
総
括
を
精

査
し
て
町
民
に
示
す
べ
き

だ
。
危
険
な
現
庁
舎
か
ら
、

ま
ず
は
旧
只
見
中
に
移
転

し
、
山
積
す
る
重
要
施
策

様
々
な
利
点
も
あ
る
。

■
住
民
の
要
望
を
よ
く
把

握
し
、
時
代
変
化
で
現
在

の
制
度
を
改
善
す
べ
き
だ
。

■
「
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
」

だ
け
で
は
住
民
要
望
に
応

え
ら
れ
な
い
。
デ
マ
ン
ド

交
通
の
補
完
的
な
役
割
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
高

齢
者
の
買
い
物
支
援
は
３

地
区
共
通
の
課
題
だ
。

■
明
和
地
区
で
は
、
世
帯

調
査
の
結
果
、
買
い
物
弱

者
が
増
え
て
い
る
状
況
が

分
か
り
、
買
い
物
支
援
バ

ス
を
県
の
支
援
で
行
っ
て

き
た
。
来
年
度
以
降
に
つ

い
て
、
町
に
要
望
し
て
い

る
が
具
体
的
な
返
答
が
な

い
。

■
添
乗
者
が
乗
る
の
で
荷

物
運
び
、安
否
の
確
認
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

■
振
興
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
を
す
べ
き
だ
。
弱
体

化
し
た
集
落
事
務
を
振
興

セ
ン
タ
ー
で
カ
バ
ー
で
き

る
体
制
が
必
要
だ
。

■
毎
朝
の
子
ど
も
た
ち
の

通
学
見
守
り
隊
の
活
動
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
在
り
方

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

■
議
会
に
は
、
ぜ
ひ
町
当

局
に
政
策
提
案
で
き
る
事

案
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

明
和
自
治
振
興
会
、

只
見
地
区
区
長
連
絡

会
よ
り
役
場
庁
舎
や

町
政
全
般
に
わ
た
り

一
般
会
議
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
全
議
員

出
席
で
住
民
の
意
見

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
に

参
加
の
み
な
さ
ん

通学見守り隊の活動

役
場
は
旧
只
見
中
に
暫
定
移
転

今
は
町
づ
く
り
の
推
進
が
優
先
課
題

高
齢
者
の
買
い
物
支
援

三
地
区
共
通
の
課
題

そ
の
他
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一
般
会
議

一般
会議
一般
会議明和自治振興会

只見地区
区長連絡会

住民との
意見交換会

1/262/24 1/262/24

待
っ
た
な
し
の
地
域
づ
く

り
に
議
員
一
人
ひ
と
り
も

よ
く
認
識
し
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
。

■
只
見
駅
前
通
り
の
衰
退

な
ど
は
著
し
い
状
況
に
あ

る
。
今
ま
で
具
体
的
な
政

策
が
な
く
進
ん
で
き
た
。

き
だ
。

■
旧
只
見
中
学
校
は
以
下

の
理
由
か
ら
不
適
切
だ
。

◦
23
年
豪
雨
災
害
の
折
、

水
害
に
あ
っ
て
い
る
場

所
だ
。

◦
中
心
市
街
地
か
ら
離
れ

て
お
り
地
理
的
環
境
、

交
通
環
境
が
悪
い
。

◦
野
球
場
、
体
育
館
な
ど

が
隣
接
し
て
お
り
、
交

流
・
教
育
研
修
施
設
に

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

■
１
億
数
千
万
円
の
損
失

責
任
を
議
会
は
ど
う
と
ら

え
て
い
る
か
。

■
暫
定
移
転
に
は
同
意
で

き
る
。

■
危
険
な
ら
ま
ず
は
移
転

だ
。
な
ぜ
や
ら
な
い
。
決

め
た
通
り
順
序
良
く
進
め

る
べ
き
だ
。

■
「
地
域
計
画
」
の
答
申

で
ス
タ
ー
ト
し
た
役
場
庁

舎
建
設
、
現
庁
舎
敷
地
内

に
新
築
す
る
事
を
求
め
る
。

行
政
の
府
と
し
て
役
割
を

果
せ
る
建
物
を
建
設
す
べ

イベントで賑わう只見駅前通り

只見振興センターに参加のみなさん

駅
前
の
衰
退

地
域
づ
く
り
に
待
っ
た
な
し

役
場
は

現
庁
舎
敷
地
内
に
建
設
を

一
旦
決
め
た
移
転
を
な
ぜ
や
ら
な
い

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な

意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
明
和
地
区
は

20
名
、
只
見
地
区
は

30
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。



３
月
会
議

一
般
会
議

陳
情
請
願

陳
情
に
係
る
特
別
委
員
会

教
え
て
議
会
の
こ
と

一
般
質
問

追
悼 

新
國
秀
一
議
員

10

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

只見高校「雪椿祭」のステージ

空き家
バンク
情　報

下
停
車
場
線
」
の
２
路
線

の
不
能
区
間
の
解
消
、
整

備
に
つ
い
て
、
３
町
村
が

合
同
で
要
望
活
動
を
し
て

い
る
。

３
月
21
日
に
南
会
津
建

設
事
務
所
、
会
津
若
松
建

設
事
務
所
、
そ
し
て
福
島

県
土
木
部
、
福
島
県
副
知

事
に
対
し
て
要
望
活
動
を

実
施
し
た
。

沿
線
地
域
の
産
業
、
経

済
、
文
化
の
発
展
交
流
に

極
め
て
重
要
な
役
割
を
持

つ
県
道
は
整
備
が
遅
れ
て

お
り
、
自
動
車
交
通
不
能

区
間
や
、
冬
期
間
交
通
不

能
区
間
が
存
在
し
、
地
域

の
発
展
に
大
き
な
支
障
を

き
た
し
て
い
る
。

「
県
道
布
沢
・
横
田
線
」及

び
「
県
道
小
林
・
会
津
宮

で
、
さ
ら
な
る
向
上
を
目

指
し
、
入
学
者
増
に
つ
な

げ
る
こ
と
」「
山
村
留
学
生

の
な
か
で
将
来
は
只
見
町

に
恩
返
し
が
し
た
い
、
と

言
う
生
徒
が
で
て
き
た
こ

と
」
な
ど
の
希
望
の
持
て

る
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。

２
月
17
日
、
第
２
回
総

会
が
開
催
さ
れ
、
28
年
度

進
路
決
定
状
況
、
只
見
中

学
校
か
ら
の
進
学
率
向
上

対
策
、
そ
の
他
に
つ
い
て

会
議
が
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
「
只
見
高
校

生
の
学
力
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
」「
公
営
塾
の
設
立

総務厚生常任委員会でも調査を進めてきた空き家バン
クがスタートする。増加する空き家を有効に活用し、定
住促進と町民の住宅環境を整える狙いがある。県宅地建
物取引協会と売買契約などの仲介について協定が結ばれ
た。情報は町ホームページから。

「県道改良を要望します」３月21日の要望活動

議会活動
リポート

住民の利便対策
県道改良を県に要望

振
興
対
策
会
議
開
催

只
見
高
校
入
学
者
増
に
向
け
て
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陳
情
請
願

３月会議において、議員提案で２件の意見書が提案され、採択しました。
①ＪＲ只見線早期全線復旧を求める意見書
②福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
※各意見書は国県機関へ送付しました。意見書の詳細については、只見町
議会ホームページで確認できます。

２
月
27
日
開
催
の
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
、
総

額
10
億
５
２
３
万
3
千
円

の
一
般
会
計
予
算
は
、
全

会
一
致
で
原
案
通
り
可
決

さ
れ
た
。

特
筆
す
べ
き
事
項
は
、

緊
急
防
災
対
策
交
付
金
事

業
で
実
施
す
る
、
消
防
庁

舎
建
設
関
係
で
、
基
本
設

計
・
実
施
設
計
業
務
委
託

料
1
億
４
７
０
万
2
千
円
、

地
質
調
査
業
務
委
託
料
６

５
７
万
3
千
円
、
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
等
。

な
お
、
29
年
度
の
只
見

町
負
担
金
は
2
億
５
２
８

万
8
千
円
と
な
っ
た
。

南 会 津 地 方
広域市町村圏
組 合 議 会

意見書

◦陳情の結果
陳　情　名 提　出　者 陳情内容 結　果 理　　由

白沢地区給水施設の只見町
への移管に関する陳情 黒谷区 集落給水施設の

町移管要望 採　択

集落管理から町管理への移管を求
める住民要望は、県との協議など
が整い、具体的な事業が示された
ことから、本陳情は採択とした。

全町的な「買い物支援バス」
運行と地区並びに集落支援
活動の支援について

明和自治振興会、明和
地区区長連絡協議会、
明和地区老人クラブ連
絡協議会、明和婦人会

住民と行政によ
る協働のまちづ
くりの早期実現

採　択

進行する人口減少、高齢化の中、
町当局は地域課題を共有し積極的
な施策を講じるべきと判断し、採
択とした。

只見町役場を旧只見中学校
校舎に定めることについて
のお願い

明和自治振興会、明和
地区区長連絡協議会、
明和地区老人クラブ連
絡協議会、明和婦人会

只見町役場を旧
只見中学校校舎
に定めること

採　択 詳細については、12ページ採択理
由による。

只見町役場本庁舎建設に関
する陳情 朝日地区区長連絡会

旧只見中学校校
舎を改修し役場
庁舎とすること

採　択 詳細については、13ページ採択理
由による。

福島県最低賃金の引き上げ
と早期発効を求める意見書
提出の陳情について

日本労働組合総連合会
福島県連合会南会津地
区連合会

国県機関への意
見書送付 採　択

本件については、只見町議会会議
規則に基づき委員会付託を省略
し、本会議において採決した結果、
全員賛成により採択とした。

◦継続とした陳情
陳　情　名 提　出　者 付託委員会

天堂沢の河川改修工事施工について 黒谷区 経済文教常任委員会

白沢給水施設の調査

町民からの陳情、今
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明和地区の参考人説明

職
員
一
体
と
な
っ
た
地
域

づ
く
り
体
制
を
整
え
る
べ

き
で
あ
る
。

議
会
が
決
定
し
た
暫
定

移
転
に
反
対
す
る
も
の
で

は
な
い
。
今
後
の
新
庁
舎

は
、
一
定
の
地
域
づ
く
り

の
成
果
を
見
な
が
ら
再
度

町
民
に
問
う
べ
き
で
あ
る
。

今
は
巨
額
を
か
け
た
庁

舎
建
設
よ
り
、
少
子
化
対

策
な
ど
山
積
す
る
課
題
解

決
の
た
め
の
重
要
施
策
に

取
り
組
む
こ
と
が
町
の
優

先
課
題
で
あ
る
。

現
庁
舎
が
危
険
で
あ
れ

ば
、
役
場
機
能
が
十
分
果

た
せ
る
旧
只
見
中
に
役
場

機
能
を
集
中
さ
せ
、町
長
・

「庁舎は現存する旧只見中学校を活かして役場庁舎と
する事」であったが、陳情者を参考人招致し主旨の確
認を行った。結果、「危険庁舎であることから早急に暫
定移転すること」また、「山積する政策課題等の地域振
興策を優先すべき」との主旨を確認し、採択とした。

特 別
委員会特別委員会設置

役
場
庁
舎
に
係
る
「
陳
情
」
が
明
和
自
治
振
興
会
、
朝
日
地
区
区
長
連
絡
会
か
ら
出

さ
れ
、
議
会
は
、
全
員
協
議
会
・
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
い
ず
れ
も
「
旧
只
見
中
学
校
校
舎
の
活
用
を
求
め
、
今
す
ぐ
建
設
す
べ
き
で

な
い
」
と
す
る
主
旨
で
、
委
員
会
は
陳
情
者
に
参
考
人
招
致
を
求
め
主
旨
の
確
認
と
町

長
に
も
今
後
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。
結
果
、
委
員
会
は
両
陳
情
と
も
そ
の
願
意
の

妥
当
性
か
ら
採
択
す
べ
き
と
決
定
し
、
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

採択理由

明 和
地 区

今
は
建
設
で
な
く
、山
積
す
る

地
域
振
興
策
を
優
先
す
べ
き

特別委員会審査経過
2／ 23
第 1回委員会 陳情内容・今後の審査方針確認

➡
3／ 3
第 2回委員会 陳情者参考人招致・願意を聞く

➡
3／ 6
第 3回委員会 町長に出席要請・方針を聞く

➡
3／ 16
3月本会議採決 賛成多数で可決
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陳
情
に
係
る
特
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委
員
会

朝日地区の参考人説明

将
来
に
向
け
た

計
画
樹
立
が
優
先

◦
役
場
は
、
危
険
回
避
で

暫
定
移
転
を
進
め
る
。

◦
今
は
、
将
来
に
向
け
た

計
画
樹
立
が
優
先
課
題

と
考
え
て
い
る
。

◦
今
後
、
道
路
改
良
計
画

と
合
わ
せ
て
位
置
も
決

ま
っ
て
く
る
。

れ
る
。
今
多
額
な
財
政
を

投
じ
次
世
代
に
過
度
な
負

担
を
強
い
る
べ
き
で
な
い
。

財
政
事
情
か
ら
も
、
新

築
で
な
く
暫
定
移
転
し
、

旧
只
見
中
学
校
の
必
要
最

小
限
の
改
築
で
対
応
す
べ

き
だ
。

の
後
一
向
に
進
め
ら
れ
て

い
な
い
。

少
子
・
高
齢
・
過
疎
化

が
進
む
予
測
の
中
で
、
今

後
町
勢
の
縮
小
も
予
想
さ

議
会
は
以
前
、
旧
只
見

中
学
校
を
活
用
す
べ
き
と

の
朝
日
地
区
区
長
連
絡
会

か
ら
の
同
様
の
陳
情
を

「
採
択
」
し
て
い
る
が
、そ

「役場庁舎は、新築でなく旧只見中改築で活用」との陳情であっ
たが、陳情者を参考人招致し主旨を確認した。結果、少子高齢
化が進み町勢の縮小が予想される中、「次世代に過度な負担を強
いるべきでない。また、暫定移転は「行政執行に支障が出ない
必要最小限の改修」の主旨を確認し、採択とした。

反対討論／藤田力、鈴木征……明和自治振興会からの陳情は「役場
庁舎を旧只見中に定めること」が表題だ。これを採択とす
れば、後々問題を残すことになる。

賛成討論／目黒仁也、佐藤孝義……趣旨を確認するため参考人招致
して願意を確認した。その結果委員会としては、「採択すべ
き」と決定している。陳情の願意は妥当性がある。

明和・朝日地区からの
陳情を受け

本会議賛否状況

酒 井 右 一 ○
大塚純一郎 ○
藤 田 力 ×

中 野 大 德 ○
佐 藤 孝 義 ○
鈴 木 好 行 ○
目 黒 道 人 ○
鈴 木 征 ×

目 黒 仁 也 ○
山 岸 国 夫 ○

討
論

採択理由

特別委員会で説明する町長

町
長
に
聞
く

朝 日
地 区

役
場
は
新
築
で
な
く

旧
只
見
中
改
築
で
対
応
す
べ
き

役場庁舎
建設について
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教
え
て
議
会
の
こ
と

教えて！ 議会のこと Vol.11

只見町キャラクター ©Tadami

みんなに代わって只見町のキャラクターたちが聞いてくれました。

「予算の議決」って

どういう意味なの？ イワっぺ

ブナりん

アカショウちゃん

ブナりん

「予算の議決」ってどういう意
味なの？

予算特別委員長

予算とは、町の１年間の収入と支出の見積計
算書だよ。住民が納めた税金の使い道を考え
たものなんだ。それを住民代表の議会が議決
して、はじめて使えるようになるんだよ。

アカショウちゃん

どんなふうに決めてるの？

予算特別委員長

役場の担当課長が事業の内容と予算を説明し
てくれて、議会は質問したりして判断するん
だ。予算の各項目は、すべて住民の負担に関
わることで、内容全てを最終決定する議会が
責任を持つべきものだよ。

イワっぺ

予算は、誰が作っているの。

予算特別委員長

予算の提案権は、町長にあって役場で作って
いるんだよ。議会は、これを審議して原案可
決なり修正可決、場合によっては否決しなき
ゃいけないんだ。

アカショウちゃん

責任重大だね！

予算特別委員長

議会は、予算の修正もできるんだけど、減額
修正はもちろん増額修正もできるんだよ。で
も増額修正する場合は、町長の提案権を侵す
ような修正はできないんだ。

ブナりん

ぼくたちのお小遣いも、よく考えて使わなき
ゃね！
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こ
の
町
を
想
い
７
名
が

一
般
質
問

こ
の
町
を
想
い
７
名
が

町
政
を
問
う

一般質問
■ 大 塚 純 一 郎…………………………………… 16
　10年後の人口5000人を目標に
■ 藤 田  力…………………………………… 17
　町の奨学金は「給付型」になるのか、他
■ 鈴 木  征…………………………………… 18
　「地域包括ケアシステム」方針を示せ、他
■ 佐 藤 孝 義…………………………………… 19
　只見線復旧の経過を示せ、他
■ 鈴 木 好 行…………………………………… 20
　観光客を増やすには、他
■ 酒 井 右 一…………………………………… 21
　町税損失1億2000万円の住民説明は
■ 山 岸 国 夫…………………………………… 22
　入学準備金の入学前支給を、他

一般質問

議員が行政全般（役場の仕事全
般）に対して、方針をただしたり
政策の提言などを行うことです。

一般質問とは
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一
般
質
問

交
流
人
口
の
拡
大

に
寄
与
す
る
よ
う

な
活
動
は
、
ま
だ
不
十
分

だ
。
住
民
と
共
同
で
実
施

す
る
事
業
展
開
に
努
め
て

い
き
た
い
。

経
済
の
活
性
化
は
、

い
か
に
し
て
観
光

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
か
だ
。
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

て
２
年
以
上
経
過
し
て
も
、

町
と
し
て
具
体
的
な
取
り

組
み
が
見
え
て
こ
な
い
よ

う
だ
が
。

住
む
適
当
な
住
宅
が
な
い

と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
。

町
の
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
る
「
若
者
定
住
政
策

と
し
て
の
住
宅
整
備
計

画
」
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン

者
の
受
け
入
れ
、
地
元
企

業
の
雇
用
受
け
入
れ
策
を

含
め
た
具
体
的
対
策
を
示

せ
。

公
営
住
宅
法
に
基

づ
く
所
得
基
準
を

拡
大
し
た
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
の
整
備
や
、
所
得
制

限
を
設
け
な
い
借
り
上
げ

型
民
間
賃
貸
住
宅
を
確
保

し
て
き
た
。
ま
た
、
年
数

が
経
過
し
た
住
宅
は
、
計

画
的
な
修
繕
や
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
く
居
住
環
境

を
良
く
す
る
改
修
に
も
着

手
し
て
い
る
。
ま
た
、
優

良
な
空
き
家
を
定
住
利
用

で
き
る
改
修
制
度
も
創
設

し
て
い
る
。
さ
ら
に
定
住

促
進
住
宅
の
新
築
を
検
討

し
て
い
る
。

う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

只
見
町
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
に
お
い
て
、

２
０
４
０
年
の
人
口
を
３

０
０
０
人
と
目
標
設
定
し

て
い
る
。
大
き
く
目
標
を

掲
げ
る
前
に
、
ま
ず
は
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
す
る
具

体
的
な
施
策
を
着
実
に
実

行
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

町
の
将
来
を
見
通

し
た
夢
の
あ
る
、

希
望
の
持
て
る
町
づ
く
り

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
、
若

者
が
只
見
町
に
定
住
す
る

と
は
思
え
な
い
。

今
、
只
見
町
で
は
若
者

が
結
婚
し
て
も
、
２
人
で

町
の
最
重
要
課
題

は
、
い
か
に
し
て

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
い
か
に
し
て
人
口
を

増
加
さ
せ
て
い
く
か
だ
と

思
う
。
そ
れ
に
は
明
確
な

目
標
設
定
が
不
可
欠
だ
。

現
在
、
４
３
５
０
人
ま

で
減
少
し
た
町
の
人
口
を
、

10
年
後
５
０
０
０
人
に
増

加
さ
せ
る
こ
と
。
明
確
に

目
標
を
掲
げ
、
町
民
み
ん

な
で
共
有
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
取
り
組

み
策
が
見
え
て
く
る
。
そ

れ
ら
の
課
題
を
着
実
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
行

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

■問

問■問

■問

答

答

答

10年後の人口
5000人を目標に

答 課題解決へ着実な施策の実行が必要

借り上げ民間賃貸住宅
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一
般
質
問

然
体
験
、
会
津
朝
日
岳
登

山
口
な
ど
観
光
地
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

登
山
口
の
駐
車
場
や
ト
イ

レ
整
備
な
ど
は
重
要
で
あ

る
。
官
と
民
の
役
割
を
整

理
し
、
必
要
に
応
じ
て
は
、

い
わ
な
の
里
へ
の
支
援
を

含
め
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

宿
泊
飲
食
持
続
化

創
業
支
援
事
業
の

実
施
状
況
は
ど
の
位
あ
る

か
。
ま
た
、
事
業
効
果
は
。

事
業
開
始
の
27
年

度
か
ら
こ
れ
ま
で

宿
泊
７
件
、
飲
食
７
件
で

あ
る
。宿
泊
業
で
は
、部
屋

数
の
増
加
、
ト
イ
レ
改
修
、

通
信
環
境
の
整
備
。
飲
食

業
で
は
、
観
光
利
用
と
住

民
の
交
流
の
場
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
る
。

宿
泊
で
は
、
何
人

多
く
宿
泊
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

計
画
で
は
７
件
、

合
計
で
94
人
増
え

る
。

他
の
業
種
か
ら
も

「
対
象
を
広
げ
て

ほ
し
い
」
と
の
要
望
が
あ

る
が
。

実
績
を
判
断
し
、

商
工
会
と
有
効
な

施
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

い
わ
な
の
里
は
、

会
津
朝
日
岳
の
登

山
口
、
町
内
き
っ
て
の
時

間
の
つ
ぶ
せ
る
重
要
な
観

光
エ
リ
ア
だ
。
町
と
し
て

何
か
し
ら
の
支
援
が
必
要

と
考
え
る
。
例
え
ば
、
ト

イ
レ
、
駐
車
場
、
登
山
客

の
休
憩
施
設
な
ど
ど
う
か
。

30
年
以
上
に
わ
た

り
、
釣
り
堀
や
自

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
内
就
職
者
を
支

援
す
る
制
度
と
し

て
「
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
促
進

助
成
金
」
を
実
施
し
て
い

る
。
さ
ら
に
有
効
な
制
度

と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

番
の
目
的
だ
。
安
定
財
源

を
確
保
し
次
年
度
内
を
目

途
に
事
業
の
検
討
を
す
る
。

今
の
最
大
の
課
題

は
、
人
口
減
対
策

だ
。い
わ
き
市
で
は
、奨
学

金
の
制
度
を
工
夫
し
「
地

域
の
産
業
を
支
え
る
人
材

の
定
着
を
図
る
」
目
的
で

返
還
額
の
半
分
を
補
助
す

る
制
度
を
作
っ
た
。
町
で

も
町
内
就
職
者
を
強
力
に

支
援
す
る
政
策
と
し
て
採

国
で
も
、
奨
学
金

を
返
済
不
要
な

「
給
付
型
」に
す
る
。
町
で

も
給
付
型
に
変
え
る
検
討

を
し
て
い
る
と
聞
く
。
方

向
性
、
時
期
は
い
つ
頃
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

一
定
期
間
内
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
就
業
し

た
場
合
、
奨
学
金
の
償
還

額
を
補
助
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
町
へ
人
材
が
戻

る
こ
と
が
こ
の
制
度
の
一

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

■問

■問

■問

■問 ■問

■問

答

答

答

答答

答

町
の
奨
学
金
は

「
給
付
型
」に
な
る
の
か

答
次
年
度
を
目
途
に
検
討

い
わ
な
の
里
へ
支
援
を

答
役
割
を
整
理
し
て
支
援
す
る

宿泊飲食持続化創業
支援事業の件数は
答 昨年から今まで14件実施

いわなの里は観光地。看板もユニークです
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な
い
状
態
で
日
常
生
活
を

送
れ
る
期
間
の
こ
と
で
、

日
本
人
の
場
合
、
平
均
寿

命
と
健
康
寿
命
の
間
に
は

男
性
で
約
9
年
、
女
性
で

約
13
年
の
差
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

自
立
度
の
低
下
や
寝
た

き
り
な
ど
、
要
支
援
・
要

介
護
状
態
に
な
る
こ
と
は
、

健
康
寿
命
を
害
す
る
最
大

要
因
で
あ
る
。
ま
た
そ
の

要
因
の
第
１
位
は
運
動
器

の
障
が
い
と
い
わ
れ
、
身

体
機
能
や
認
知
機
能
の
低

下
防
止
対
策
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

昨
年
度
の
介
護
保
険
制

度
の
改
正
を
受
け
、
今
年

度
は
地
域
づ
く
り
サ
ロ
ン

事
業
の
推
進
と
介
護
予
防

手
帳
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
住
民
と
と
も
に
健
康
寿

命
の
延
伸
に
努
め
た
い
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
安
定

的
に
機
能
す
る
に
は
、
公

共
分
野
の
取
り
組
み
だ
け

で
の
達
成
は
不
可
能
で
あ

り
、
自
助
・
互
助
・
共

助
・
公
助
の
役
割
に
応
じ

て
積
極
的
に
関
わ
り
を
持

ち
適
切
に
機
能
す
る
こ
と

で
、
初
め
て
地
域
全
体
で

支
え
合
う
体
制
が
整
備
さ

れ
る
。
充
分
な
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
て
、
地
域
社

会
全
体
へ
の
浸
透
を
図
り
、

只
見
町
に
適
し
た
シ
ス
テ

ム
構
築
に
引
き
続
き
取
り

組
む
。

「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
の
か
。地

域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

介
護
や
医
療
、
生
活
支
援

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
町
が
中
心
と
な
り
、

「
住
ま
い
」「
医
療
」「
介

護
」「
生
活
支
援
・
介
護
予

防
」
を
包
括
的
に
体
制
整

備
す
る
も
の
で
あ
り
、
行

政
・
民
間
企
業
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
よ
り
自
由

に
自
主
的
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
仕
組
み
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
介
護

予
防
活
動
や
健
康
管
理
等

に
係
る
取
り
組
み
を
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
だ
が
、

健
康
寿
命
延
伸
の
具
体
的

な
方
針
を
問
う
。

健
康
寿
命
と
は
、

健
康
上
の
問
題
が

「
団
塊
の
世
代
」

が
75
歳
以
上
に

な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
、

地
域
住
民
が
元
気
で
健
や

か
に
生
活
し
、
健
康
に
老

い
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
だ
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

■問

■問

答

答

「地域包括ケアシステム」
方針を示せ
答 町に適するシステム構築に取り組む

健
康
寿
命
延
伸
の

具
体
的
方
針
は

答
地
域
づ
く
り
サ
ロ
ン
事
業
等
を
推
進地域づくりサロン事業の実施状況
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で
き
る
も
の
は
、
す
ぐ
に

反
映
さ
せ
た
い
。ま
た
、課

の
再
編
を
含
め
た
組
織
機

構
改
革
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
本
格
的
な

検
討
を
進
め
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
新
組
織
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。
そ

の
中
で
私
の
考
え
る
民
意

が
反
映
で
き
る
体
制
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
副
町
長
に
つ
い

て
は
、
本
会
議
で
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。

町
長
は
所
信
表
明

の
中
で
、
第
一
に

住
民
と
行
政
が
協
働
す
る

町
づ
く
り
を
掲
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
民
意
が
反
映
で

き
る
体
制
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た

組
織
（
課
・
係
）
等
の
見

直
し
が
あ
る
の
か
、
空
席

の
副
町
長
は
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
。

現
在
、
事
務
改
善

委
員
会
で
現
行
組

織
の
課
題
の
洗
い
出
し
を

し
て
い
る
。
早
急
に
解
決

す
る
。
こ
の
基
金
は
、
利

活
用
促
進
活
動
や
活
性
化

事
業
に
か
か
る
費
用
、
将

来
想
定
さ
れ
る
運
営
費
に

積
み
立
て
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
付
金
等
で
財
源
確

保
に
努
め
る
。
住
民
説
明

は
機
会
を
と
ら
え
て
実
施

し
て
い
く
。

旨
の
話
が
あ
っ
た
が
、
復

旧
後
の
分
担
金
の
財
源
を

問
う
。

副
知
事
を
筆
頭
と

し
、
只
見
線
沿
線

市
町
村
長
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
合
意
に
至
る
ま
で

に
、
７
回
に
及
ぶ
会
議
を

開
催
し
た
、
そ
の
経
過
の

中
で
鉄
道
で
復
旧
す
る
こ

と
で
現
在
に
至
っ
た
。
基

金
の
創
設
に
関
し
て
は
、

本
会
議
で
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線

ゆ
め
基
金
」
と
し
て
提
案

の
た
め
の
議
論
や
陳
情
は

行
っ
て
き
た
が
、
上
下
分

離
方
式
な
ど
の
議
論
は
１

回
も
し
て
い
な
い
。
ま
し

て
町
民
は
、
先
行
す
る
新

聞
報
道
に
翻
弄
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
一
度
、
一
緒

に
な
っ
て
運
動
し
て
き
た

町
民
に
説
明
す
べ
き
と
考

え
、
検
討
会
の
メ
ン
バ
ー

と
合
意
に
至
っ
た
会
議
の

経
緯
を
聞
き
た
い
。
先
日

委
員
会
で
29
年
度
予
算
に

新
た
な
基
金
を
創
設
す
る

議
会
２
月
会
議
で
、

「
昨
年
12
月
26
日

の
第
６
回
只
見
線
復
興
推

進
会
議
検
討
会
に
お
い
て
、

上
下
分
離
方
式
に
よ
り
復

旧
す
る
方
針
が
全
会
一
致

で
決
定
し
た
」
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

こ
の
案
は
、
Ｊ
Ｒ
が
示

し
た
２
案
の
内
の
１
つ
だ

と
思
う
が
、
な
ぜ
将
来
に

財
政
負
担
を
残
す
こ
の
案

を
選
択
し
た
の
か
。
議
会

も
こ
れ
ま
で
何
度
も
復
旧大塚純一郎議員

おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

■問

■問

答

答

只見駅で手を振る観光まちづくり協会職員

只
見
線
復
旧
の
経
過
を
示
せ

答
沿
線
市
町
村
で
は
鉄
路
復
旧
で
一
致

組織改革はあるのか
答 平成29年度から検討
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一
般
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町
内
の
企
業
が
抱

え
る
問
題
と
し
て
、

「
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
新
規
雇

用
し
て
も
住
む
と
こ
ろ
が

な
い
」
と
い
う
現
実
が
あ

る
。
町
内
企
業
と
連
携
し

て
雇
用
の
確
保
及
び
住
宅

政
策
を
進
め
る
考
え
は
あ

る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

の
方
と
相
談
し
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

町
内
の
若
い
人
が

休
日
に
町
外
へ
出

か
け
る
傾
向
が
あ
る
。
若

い
人
が
町
内
で
休
日
を
過

ご
せ
る
環
境
整
備
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

若
い
世
代
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が

ら
、
施
設
整
備
も
検
討
し

て
い
く
。子

ど
も
と
一
緒
に

若
い
親
が
の
ん
び

り
過
ご
せ
る
憩
い
の
場
が

必
要
だ
。
環
境
整
備
計
画

は
あ
る
か
。

農
村
公
園
や
保
育

所
の
庭
を
開
放
し

な
が
ら
、
そ
う
い
う
場
所

を
作
る
こ
と
は
考
え
た
い
。

今
後
の
住
宅
政
策

に
お
い
て
は
、
雇

用
促
進
に
沿
っ
た
住
宅
整

備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
内
企
業
何
社
か

と
提
携
し
て
、
町

と
の
共
同
で
独
身
寮
的
な

住
宅
設
備
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に

直
接
足
を
運
ん
で
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
ん
で
誘

客
を
図
る
。
そ
う
い
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

田
子
倉
観
光
が
昨

年
撤
退
し
た
こ
と

を
受
け
、
赤
字
経
営
だ
っ

た
田
子
倉
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

の
運
営
を
今
後
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

田
子
倉
レ
イ
ク
ビ

ュ
ー
と
遊
覧
船
に

つ
い
て
は
、
会
津
た
だ
み

振
興
公
社
に
財
産
の
貸
付

け
を
行
い
、
歳
時
記
会
館

が
あ
る
只
見
湖
周
辺
と
の

一
体
的
な
運
営
に
よ
り
、

観
光
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

観
光
客
が
特
産
品

を
求
め
る
施
設
等

の
整
備
計
画
は
あ
る
か
。

今
後
の
交
流
人
口

の
拡
大
に
併
せ
て
、

販
売
箇
所
等
の
適
切
な
整

備
を
検
討
す
る
。

平
成
23
年
の
水
害

以
降
、
町
内
へ
訪

れ
る
観
光
客
は
減
っ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

ど
の
よ
う
な
方
法
で
観
光

客
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光

に
よ
る
只
見
な
ら

で
は
の
自
然
体
験
を
只
見

川
流
域
で
体
感
で
き
る
取

り
組
み
の
強
化
と
環
境
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。

災
害
以
降
観
光
バ

ス
を
見
か
け
な
く

な
っ
た
。
観
光
ツ
ア
ー
会

社
へ
の
働
き
か
け
と
か
、

研
修
旅
行
に
対
す
る
働
き

か
け
は
行
っ
て
い
る
か
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

■問

■問

■問 答

答■問■問

■問

■問■問

観光客を増やすには
答 只見ならではの自然体験を

答

答答

答答 答

企
業
と
の
連
携
で
住
宅
政
策
を

答
企
業
と
相
談
し
な
が
ら
考
え
る

誘致企業で働く従業員



３
月
会
議

一
般
会
議

議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト

陳
情
請
願

陳
情
に
係
る
特
別
委
員
会

教
え
て
議
会
の
こ
と

追
悼 

新
國
秀
一
議
員

21

一
般
質
問

行
わ
れ
た
事
務
に
つ
い
て

自
ら
検
証
し
て
、
そ
の
検

証
結
果
、
総
括
を
町
民
に

報
告
す
る
。
そ
う
理
解
し

て
よ
ろ
し
い
か
。

議
会
に
報
告
を
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

※
他
に
、「
只
見
町
の
将
来

と
活
力
の
維
持
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

に
調
査
で
き
る
も
の
は
今

や
っ
て
い
る
。
損
失
の
責

任
問
題
は
難
し
い
面
が
あ

る
。
国
・
県
な
り
、
そ
の

法
の
解
釈
で
は
、
弁
護
士

に
も
相
談
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
時
間
を
頂
き
た

い
。

町
長
は
こ
の
損
失

に
係
る
当
局
と
し

て
の
予
算
提
案
、
予
算
執

行
、
事
務
の
執
行
権
限
行

使
に
あ
た
り
、
不
適
切
に

者
と
し
て
住
民
に
説
明
責

任
を
果
た
す
べ
き
だ
。

役
場
庁
舎
建
設
に

係
る
調
査
特
別
委

員
会
で
は
７
項
目
（
問
題

点
）出
さ
れ
て
い
る
が
、今

そ
れ
を
一
つ
ひ
と
つ
確
認

し
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
県
、
そ
れ
か
ら
さ
き

ほ
ど
民
事
の
話
が
あ
っ
た

の
で
、
弁
護
士
と
も
協
議

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
も
あ

る
。

こ
の
損
失
、
何
が

あ
っ
た
の
か
。
納

得
で
き
る
説
明
が
必
要
だ
。

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で

住
民
に
説
明
さ
れ
る
の
か
。

一
つ
ひ
と
つ
、
予

算
提
案
、
議
会
の

議
決
、執
行
内
容
な
ど
、整

理
し
な
が
ら
行
う
。

契
約
等
、
個
々
で
早
急

今
、
係
争
中
の
洪
水
裁

判
も
あ
り
、
こ
こ
に
ま
た

巨
額
の
損
失
に
つ
い
て
住

民
（
監
査
請
求
）
訴
訟
に

及
ぶ
可
能
性
も
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
町
税
の
１
年

分
相
当
を
失
っ
た
。
こ
れ

ま
で
町
長
は
こ
の
損
失
に

つ
い
て
、「
責
任
あ
る
者
」

と
し
て
住
民
に
説
明
し
て

い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

い
ず
れ
町
民
は
黙
っ
て

は
い
な
い
。
町
長
は
当
事

町
の
監
査
報
告
書
、

役
場
庁
舎
建
設
に

係
る
調
査
特
別
委
員
会
報

告
書
、
決
算
特
別
委
員
会

審
査
報
告
書
、
そ
れ
ぞ
れ

が
同
じ
こ
と
を
書
い
て
い

る
。
つ
ま
り
、
無
益
に
失

っ
た
財
源
１
億
２
千
万
余
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
不
適
切

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
損
失
は
不
適
切
な

事
務
が
行
わ
れ
た
結
果
で

あ
る
。

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

■問

■問

■問

答答

答

役場庁舎建設に係る調査特別委員会
調査報告を行う酒井右一委員長

町
税
損
失
１
億
２
千
万
円
の
住
民
説
明
は

答
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
に
報
告
す
る
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若
者
が
定
住
で
き
る
保
障

が
必
要
。
定
住
に
は
、
働

く
場
所
、
住
居
が
最
低
限

の
保
障
で
あ
る
。
短
期
雇

用
で
は
知
的
財
産
が
蓄
積

さ
れ
な
い
。

学
芸
員
・
専
門
員

の
報
酬
に
つ
い
て

勤
務
時
間
も
含
め
見
直
し

が
必
要
と
思
う
。
現
在
の

で
き
る
範
囲
内
で
環
境
づ

く
り
は
考
え
る
。

識
を
有
す
る
こ
と
を
要
件

と
し
、
採
用
、
配
置
し
て

い
る
。

若
者
定
住
促
進
に

向
け
、
Ｉ
Ｕ
タ
ー

ン
者
の
促
進
も
町
が
重
点

政
策
と
し
て
い
る
。
ブ
ナ

セ
ン
タ
ー
も
雇
用
の
場
と

考
え
れ
ば
、
民
間
に
依
存

だ
け
で
な
く
、
待
遇
改
善

し
て
雇
用
の
場
と
し
て
い

く
事
も
大
事
で
な
い
か
。

そ
の
た
め
に
は
、
給
与

の
改
善
も
必
要
で
あ
り
、

村
が
実
施
し
て
い
る
。
準

要
保
護
世
帯
の
児
童
生
徒

へ
の
支
給
は
町
単
独
の
も

の
で
あ
る
。
町
の
子
育
て

支
援
対
策
と
し
て
対
応
で

き
る
の
で
な
い
か
。

国
の
通
知
は
、
要

保
護
世
帯
に
つ
い

て
「
支
給
は
年
度
の
当
初

の
対
応
は
、
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。
準
要
保

護
世
帯
の
認
定
基
準
は
、

生
活
保
護
基
準
額
に
１
・

３
倍
以
内
の
係
数
と
し
て

い
る
自
治
体
が
多
い
こ
と

か
ら
現
状
維
持
す
る
。

入
学
前
支
給
は
、

全
国
で
80
の
市
町

か
ら
開
始
し
」
と
あ
る
が
、

前
倒
し
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

準
要
保
護
世
帯
の
入
学

準
備
金
の
入
学
前
支
給
に

つ
い
て
は
、
先
進
地
の
事

例
も
調
査
し
、
検
討
し
た

い
。

町
の
振
興
計
画
で

「
只
見
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
」
の
基
本
理

念
と
目
標
を
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
ブ

ナ
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役

割
は
重
要
で
あ
り
、
要
を

な
す
人
材
育
成
、
職
員
配

置
が
重
要
と
考
え
る
が
、

見
解
を
問
う
。

重
要
な
事
項
と
認

識
し
て
い
る
。
募

集
段
階
で
、
専
門
的
な
知

給
時
期
を
６
月
か
ら
入
学

前
に
支
給
す
る
こ
と
、
国

の
単
価
改
定
を
準
要
保
護

世
帯
に
も
適
用
す
る
こ
と
、

準
要
保
護
世
帯
の
基
準
額

を
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

国
の
平
成
29
年
度

予
算
案
で
「
要
保

護
世
帯
」
の
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
等
の
支
給
単

価
が
約
２
倍
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
内
容
を
把
握
し
て

い
る
。
準
要
保
護
世
帯
へ

要
保
護
及
び
準
要

保
護
世
帯
の
小
・

中
学
生
の
就
学
援
助
費
の

う
ち
、
入
学
準
備
金
の
支

大塚純一郎議員
おお つかじゅんいち ろう

目 黒 仁 也議員
め ぐろ じん や

佐 藤 孝 義議員
さ とう たか よし

藤 田 　力議員
ふじ た ちから

鈴 木 　征議員
すず き すすむ

鈴 木 好 行議員
すず き よし ゆき

酒 井 右 一議員
さか い ゆう いち

山 岸 国 夫議員
やま ぎし くに お

目 黒 道 人議員
め ぐろ みち と

■問

■問

■問

■問

入学準備金の
入学前支給を

答 国の動向と先進地も調査検討したい

答

答

答

答

ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と

職
員
配
置
に
つ
い
て

答
役
割
は
重
要
、報
酬
・
勤
務
時
間
の
見
直
し
が
必
要

今年入学した只見小学校１年生
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去る２月25日に急逝されました故新國秀一殿の御霊に対し、謹んで哀悼の誠を捧げます。

本日、只見町議会３月会議は招集されましたが、新國秀一議員のお姿は見えません。

代わりに貴方の机の上には美しい花が置かれています。しかし、今、私には貴方のいつもの大

きな姿、大きなお顔が見えてきます。そして、貴方の大きな声が聞こえてきます…。

顧みますと、貴方は平成20年３月の議会議員選挙で初当選以来９年間、只見町議会議員として

在職され、只見町政の伸展にご尽力されました。その間、総務厚生常任委員長、経済文教常任委員

長を歴任され、そして、現在は議会運営委員会委員長の要職を務めておられました。

只見町議会の改革に理解を示され、議会基本条例の制定には誰よりも積極的に取り組まれてお

りました。持ち前の豊かな人間性と優れた識見によって、議会の先導者としてご活躍されました。

只見町の数多くの課題解決には、貴方の手腕に待つところが大きかっただけに、いよいよこれ

からといった時の、貴方の突然の終焉は、町の損失であり、同時に痛惜の念に堪えません。

今、思い起こせば、昨年の11月25日議会運営委員会の視察調査として、全国町村議会議長会に

出向き地方議会の現状と課題について検討しました。貴方の委員長として積極的に熱心に取り組

んでおられた姿、そして、あの何とも言えない笑顔…。今、再び見ることはかないません…。

さぞかし無念だったでしょう…、さぞかし心残りでしょうね…。

私どもは、ご逝去のその日まで、誰よりも只見町を愛し、誰よりも只見町の将来のことを思い

続けられた新國秀一議員のお気持ちにお応えしたいと思います。

どうか在天より発展する只見町をいつまでも、いつまでも見守ってください。

…新國秀一議員…どうか安らかにお眠りください。

只見町議会議員　大塚純一郎

◉新國秀一議員の経歴
昭和31年7月18日―平成29年2月25日（享年60歳）

任　期 主 な 役 職
H22.4.20 ～ H23.10.19 総務厚生常任委員会副委員長
H22.4.20 ～ H24.4.19 公共施設等再配置調査特別委員会副委員長
H23.6.27 ～ H24.4.19 季の郷湯ら里再生調査特別委員会副委員長
H23.10,20 ～ H24.4.19 総務厚生常任委員会委員長
H24.4.20 ～ H26.4.18 経済文教常任委員会委員長
H26.4.18 ～ H28.4.19 議会運営委員会副委員長
H28.4.20 ～ 議会運営委員会委員長

追 悼
新國秀一議員を偲ぶ
２月25日に急逝された新國秀一議員に対し、３月会議
冒頭に黙祷を捧げた後、大塚純一郎議員が代表し追悼
演説を行いました。

追悼演説を行う大塚議員。空席の
新國議員の議席へは献花が
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３
月
会
議
は
、
今
年
度
の
予

算
審
議
が
主
で
あ
り
、
特
別
委

員
会
を
経
て
審
議
さ
れ
可
決
し

ま
し
た
が
、
小
中
学
校
及
び
高

校
の
卒
業
式
の
時
期
で
も
あ
り

ま
し
た
。
多
く
の
学
生
が
只
見

町
を
離
れ
て
い
き
ま
す
が
、
何

年
か
後
に
は
生
ま
れ
育
っ
た
地

で
生
活
を
営
ん
で
ほ
し
い
。
予

算
の
中
に
は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を

応
援
す
る
予
算
が
今
ま
で
以
上

に
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
月
会
議
は
11
人
の

議
会
体
制
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
現
状
で
は
、
議
員
の
改

選
ま
で
11
人
体
制
で
運
営
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
改

め
て
、
故
新
國
秀
一
議
員
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
中
野
大
德
委
員
）

発
行
責
任
者

議　
　

長　

齋
藤
邦
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

目
黒
仁
也

副
委
員
長　

目
黒
道
人

委　
　

員　

大
塚
純
一
郎

中
野
大
德

山
岸
国
夫

鈴
木
好
行

平成29年２月８日開催の全国町村議会議長
会定期総会において、町村議会議長を７年以
上在職された議員として、齋藤邦夫議員が表
彰を受けました。
表彰状贈呈は、２月21日福島県町村議会議

長会定期総会の会場において行われました。
福島県内では１名のみの受賞です。

只見の伝統文化にふれて
明和小学校 6年　

菊
きく
地
ち
結
ゆう
雅
が

郷土料理作りを体験して
朝日小学校 6年　

山
やま
田
だ
夢
ゆ
空
ら

僕達は学校の授業で、３年生
の時に小林早乙女踊り、４年生
の時に梁取神楽を披露しました。

初めは「何でこんな事をするのだろう」と思って
いました。しかし、練習を重ねていくうちに教え
てくださる地域の人たちの顔がとても真剣で、伝
統芸能のことを大切に思っている事に気づきまし
た。僕は「只見の伝統は、こうして引き継がれて
いくのだな」と感じ、自分も大切にしていきたい
と思いました。将来、只見の伝統を大切にしてい
きたいです。

私たちは、総合の学習で郷土
料理について調べました。最初は、
郷土料理は作ったこともないし、

食べたこともなかったです。郷土料理を作るのは簡
単でしょとさえ思っていました。でも実際に作って
みると、すごく難しかったです。昔の人は、こんな
に大変な思いをして作っていたんだと思いました。
でも、こんなに楽しいんだとも思いました。また、
郷土料理には先人からの知恵や思いがつまっている
こともわかりました。これからも只見の伝統を忘れ
ないようにしていきたいです。

自治功労者表彰を受ける齋藤邦夫議員

齋藤邦夫議員
全国町村議会議長会
自治功労者表彰受賞


